
ＥａｒｌＶＢｉｉｒｄ 現場で役立つ医療情報をいち早くお届けします

Ⅲファーマシストアワード２０１２

受賞結果報告
2012年３月１１日、日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社が主催

する｢B|ファーマシストアワード2012｣の最終選考会および各賞の

発表､表彰式が東京国際フォーラムにて執り行われた。そのグラン

ブリ､準グランプリ受賞作品の概要をご紹介する。

本アワードに寄せられた３９件の応募の中から最終

選考に残ったのは10件｡うち､２件が災害を取り上げた

テーマだったほか、オープニングテーマにＥＸＩＬＥの

"RisingSun"を使川するなど､要所に震災に対する配

慮がされ、途中ちょうど丸一年を迎えた東日本大震災

に黙祷をささげる場面もあった。

今回の募集テーマは「薬剤師による医療連携の実

践｣｡溌終選考の結果、グランプリにはひぐま薬局管理

薬剤師篠崎幸喜氏、準グランプリには山口大学大学

院教授医学部附属病院薬剤部長古川裕之氏､マミー

薬局管理薬剤師小川きよみ氏の２名が選出された。

グランプリを受賀した篠崎幸喜氏の『携帯型心電

計を用いた薬局薬剤師によるＱＴ延長薬のリスク管

理』は、薬局で心電図検査を行い、心臓の状態を確認

することで監査や服薬指導に活かすとともに、疑義

照会や紹介などによって他職種と情報を共有してＱＴ

延長薬による致死性の不整脈TorsadedePointes

(TdP)発現のプレアボイド注)につなげること、そし

て薬剤性ＱＴ延長の知見の蓄積を行うことを目的と

した活動報告だった。

検査には携帯心砥計リード.マイハートPlus(写真）

を使用。携帯型心電計と診療所などで行う１２誘導心

画廊 戸復＆

真:篠崎幸喜氏提供
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電図を比較したところ、両ＱＴｃはよく一致した。検

査対象はＴｄＰ発現の危険因子（ＱＴ延長薬服用、相

互作用薬服用、女性、商齢など)を多数持つ患者（来

局患者948名中５名が該当)および希望者である。

薬局での心電図検交は、所要時間２分程度｡患者

(31例)の検査に対する反応は良好であった。また対

象患者の１人（80歳、女性、ドネペジル．アトルバス

タチン・ベニジピン服用）にＱＴ延長を認めたため、

医師に情報(ＱＴ延長､相互作用)を提供したところ、

医師は処方をベニジピンからアムロジピンに変更｡結

果対象患者のＱＴｃは正常値まで有意に短縮された。

以上により、薬局での心電図検査は有意義かつ実践

可能であると篠崎幸喜氏は締めくくった。

注)薬剤師が薬物療法に直接関与し､薬学的患者ケアを実践して患者の不利益(副
作用､相互作用､治療効果不十分など)を回避あるいは軽減した事例のこと

準グランプリの古川裕之氏は『ハイリスク薬と新

薬に焦点を当てた薬一薬連携による副作用シグナル

検出システムの構築』というテーマで､患者からの副

作用シグナルを検出するため「副作用シグナル確認

シート」(図1)、「副作用シグナル記録表｣を用いて副

作用を発見し、必要に応じて保険薬局から、山口大

学医学部附属病院ＤIセンター、主治医へと報告する

システムを発表した。

古川裕之氏は、「ドラッグラグ解消のため、新薬の

承認までの期間が短縮されている｡一方、日本人デー

タの不足から承認時に全例調査などが義務付けられ

る新薬が増加し、市販後の使用成績調査の重要性が

増している。副作用を可能な限り早期に発見し患者

の安全を確保するため、地域の保険薬局と協力して

患者の自覚症状から副作用シグナルを検出し、必要

に応じて処方医に伝達するシステムの構築を試みた」

と話す。
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実施◎並行して簡易型スパイロメーターである「ハイ・

チェッカー」を用いて肺機能検査を行い、肺機能異常

の可能性も調べた｡継続的な検査を行えるよう、ハイ・

チェッカーとマウスピースは地域の薬局薬店すべてに

配布している｡測定結果や喫煙歴などをハイ･チェッカ

ーの検盗表と確認表（図2)に記録し、本人･薬局･薬

剤師会で共有するため、個人の状況やハイ・チェッカ

ーの結果などを鑑みて診療を勧めることなどが可能

だという。

小川きよみ氏は「薬剤師が個々のデータを集める

ことは患者の疾病発見などにもちろん兎要だが、今

lIllのように地域の薬剤師会全体で取り組むことによ

り、社会へのアピールカも強くなり、社会貢献にも

つながる」と語った。

ｉｊＩｉ淀川薬剤師会では、地域の薬局薬店の店

頭で肺年齢を測ることで､①COPDの正しい

知識の普及、②禁煙などのＣＯＰＤの予防と

危険因子の除去､③COPDの.r11.期発見、早期

治療につなげる活動をはじめている。

まずポスターやリーフレットを利用し、

ＣＯＰＤが疑われる人には正しい情報を提供す

る。喫煙者には症状の有無にかかわらず禁煙

め、禁煙外来の受診勧告やＯＴＣでのサポートを

｡並行して簡易型スパイロメーターである「ハイ・

副作用シグナル砿混シート(表面】

B齢しく紅L唖伽uの自勉猛批】83譜＝＝二
jj難&飲んでこのような政代はありませ“､ｼ
０１便一両敏一

１ｍｍくむＩ

ＢＩｒのＢ〃孔Ｌ
ＥｌｍｍＡ与団“

ｂ腸蔵叫8.雌〃JYM

ム〃りい

BnH〃んく仏ゾノ

C町ｍＷｑｎく必Rｉ
ｂソ｡『γ'jげぃｆ

息愚
回.＝』 錘｡魂＝ｈ

…:脱鯛:隣‘園製灘…漁
豊蜜でこ"…'1剛"‘り喚淵….一一一一
ＢｕＦ瓦?豚沌自ＩＡＱa易t,▲獅極、雄 ▲表面

:鰹:Ｉ感梨識魁
⑭虫一一三可

蟻‘白
β鷺乳ＬＲ

■■｣部FgL

:鋼'､..，‘ 爵
図１:古川裕之氏提供

図２:小川きよみ氏提供
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副作用シグナルを効率的に検出するためには、患

背自身が気付くことのできる異体的な症状の有無を

確認する方が効果的であると考え、忠者の自覚症状

を８項目に分類して理解しやすいようにイラストを

加えた「副作用シグナル確認シート｣、記録用として

｢副作用シグナル記録表｣を作成し、それを基とした

薬一薬連携システムを作り上げた。同システムでは

2011年４月より運用を開始して以来、定期的に保険

薬局と意見交換会を実施している。逆用開始後８ヵ

月で報告を受けた789件中、処方阪に連絡を行った

のは74件であり、処方医から感謝･の言葉が届くなど、

商い評価を受けている。保険薬局からの要望を受け

て「副作用シグナル記録表｣の修正を行うなど､今も

システムの改善を続けているという。

同じく準グランプリを独得したのは小川きよ

み氏の『CＯＰＤ(慢性閉塞性肺疾患)の早期発

見と受診勧奨～医療連携及び禁煙指導も含め

て～』であった。

タバコ病ともいわれるＣＯＰＤの死亡者数は、

2010年には16,293名に上り、死因の第９位に

位慨した。推定患者数は約500万人ともいわれ

るが、治療中の患者はその５％に過ぎないのが

現状で、理解や認知度も低い。
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Ｂｌファーマシストアワードとは

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社が創設した「Ｂｌ

ファーマシストアワード｣は、日々の薬剤師業務を通じた医薬品

の適正使用や薬物治療に貢献する優れた取り組みを表彰するた

め､２０１０年４月に創設された賞である。同社には医師を対象と

した医学賞「ベルツ賞｣があり、薬剤師版があれば薬剤師の支援

ができるのではないかという願いから誕生した｡最終選考に残っ

た受賞者には、賞金と薬剤師の調剤器具である乳鉢と乳棒が特

殊加工によりモザイクされたクリスタルの天使像が贈られる。



医療の場で幅広く活躍する薬剤師のために
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薬局の皆さまでご覧ください
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